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五
胡
十
六
国
時
代
に
お
け
る
胡
族
政
権
の
中
華
・王
朝
思
想王

何

中
国
に
お
け
る
中
央
集
権
的
統

一
国
家
の
樹
立
と
封
建
社
会
の
樹
立
以
降
、
東
漢
末
期
か
ら
、
中
国
は
長
い
戦
乱
期

に
入
っ
た
。
と
く
に

三
国
時
期
か
ら
晋
末
期
に
か
け
て
、
軍
閥
戦
争
が
相
次
ぎ
、
そ
の
た
め
、
人
口
移
動
も
激
し
く
な

っ
た
。
漢
人
が
周
辺
地
域
に
移
動
し
、
河

西
地
域
で
前
涼

.
西
涼
政
権
の
よ
う
な
地
方
政
権
を
樹
立
し
た
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
が
、
全
体
と
し
て
最
も
多
か

っ
た
の
は
、
「五
胡
入
中
原
」、

つ
ま
り
北
方
の
遊
牧
民
族
1

「胡
」
1
が
万
里
の
長
城
を
越
え
て
、
人
口
の
激
減
し
た
中
原

に
入
り
、
本
来
の
漢
人
地
域
に
居
住
す
る
こ
と

で
あ

っ
た
。
五
胡
と
は
、
旬
奴
、
錫
、
鮮
卑
、
氏
と
完
で
あ
る
。

二
九
〇
年
か
ら
晋
武
帝
司
馬
炎

の
死
後
の
権
力
継
承
を
巡
っ
て
晋
朝
が

一
六
年
間
も
続
く

「
八
王
の
乱
」
に
陥
り
、
胡
族
に
よ
る
蜂
起
が

相
次
ぎ
、
複
数

の

「胡
族
」
の
政
権
が
樹
立
さ
れ

(表
1
)、
中
国
の
北
方
は

「五
胡
十
六
国
」

の
時
代
に
入
っ
た

(
十
六
国
の
な
か
に
漢

人
に
よ
る
政
権
も
あ
っ
た
)
。
中
原
地
域
に
作
ら
れ
た
胡
族
政
権
が
中
華
文
化
、
そ
し
て
中
華
文
化
を
共
有
す
る
人
々
1
漢
人
1

に
対
し
て

い
か
な
る
政
策
を
取
っ
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
中
国
に
お
け
る
多
民
族
統

一
国
家
思
想
の
形
成
上
に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持

つ
か
を
、

主
に
文
献
を
使
用
し
て
検
討
し
て
い
く
。



表1五 胡十六国時期の主な胡族政権

国名 創始者 民族 単子官制 自立年 年号 首都 皇帝即位年 亡国年

漢 劉淵 旬奴 存在 した 304 元熈 平陽→長安 308 329

(前趙)

北涼 沮渠蒙遜 旬奴 397 神璽 張抜 439

夏 赫連勃勃 旬奴 存在した 407 龍昇 統万 432

後趙 石勒 錫 存在した 319 建平 嚢国 329 350

前秦 符健 丘 存在 した 351 皇始 長安 352 394

後涼 呂 光 氏 存在 した 386 太安 姑減 403

後秦 眺 蔑 莞 存在 した 384 白雀 長安 386 417

前燕 慕容銑 鮮卑 存在した 337 燕元 龍城 349 371

後燕 慕容垂 鮮卑 384 燕元 中山 386 395

西燕 慕容沖 鮮卑 385 燕興 長子 385 395

南燕 慕容徳 鮮卑 398 燕平 広固 400 411

西秦 乞付国仁 鮮卑 存在 した 385 建義 苑川 431

北魏 拓践珪 鮮卑 386 登国 平城→洛陽 398 534

南涼 禿髪烏孤 鮮卑 存在した 397 太初 西平
(青海西寧)

414

旬
奴
王
族
の

「劉
」
姓
が
、
か

つ
て
単
干
が
漢

の
高
祖
劉
邦
と
兄
弟
の

約
束
を
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
き
て
劉
淵
は

「私

1
、
単
子
か
ら
皇
帝

へ
ー
胡
族
の
政
治
的
変
容

中
原
地
域
で
最
初
に
で
き
た
胡
族
政
権
は
、
旬
奴

に
よ
る
も

の
で
あ

っ

た
。
旬
奴
は
本
来
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
住
ん
で
い
た
が
、
北
旬
奴
が
西
へ
移

動
し
て
か
ら
、
中
国
の
王
朝
に
服
従
を
表
明
し
た
南
旬
奴
は
、
鮮
卑
族
に

よ
る
侵
略
及
び
自
然
災
害
を
受
け
て
ま
す
ま
す
中
国
内
地

へ
移
動
し
、
西

晋
時
代
に
今
日
の
山
西
中
部
と
南
部
に
移
住
し
た
。
西
晋
の
末
期
に
お
い

て
、
旬
奴
及
び
そ
れ
と
血
縁
的
淵
源
関
係
が
あ
る
謁

・
盧
水
胡
な
ど
が
前

後
し
て
中
原
地
域

で
前
趙

・
後
趙

・
夏

・
北
涼
な
ど
の
政
権
を
樹
立
し
た
。

「前
趙
」
は
、
南
旬
奴
単
干
の
後
商

で
あ
る
劉
淵
が
、
同
じ
王
族
で
あ

る
劉
宣
を
は
じ
め
と
す
る
旬
奴
貴
族

の
助
言
を
受

け
て
、
三
〇
四
年
に

「漢
」
と
い
う
名

で
樹
立
し
た
政
権
で
あ
る
。
劉
宣
ら
は
、
「興
我
邦
族
、

復
呼
韓
邪
之
業
」
と

い
う
目
標
を
掲
げ
、
旬
奴
帝
国

の
回
復
と

い
う
志
し

で
、
劉
淵
を

「大
単
干
」
と
し
て
推
挙
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
結
局
劉

淵
が
建
て
た
の
が
旬
奴
民
族
国
家
で
は
な
く

「漢
」
と
い
う
政
権
で
あ
り
、

劉
淵
が
就
い
た
の
も
大
単
干
で
は
な
く

「漢
王
」
、
そ
し
て

「皇
帝
」

で

あ

っ
た
。



は
ま
た
漢

の
甥
で
、
兄
弟
の
約
束
も
し
、
兄
が
亡
く
な
り
弟
が
継
承
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
」
と
、
漢
王
朝
の
後
継
者

を
扮
し
て
そ
の
正
当

性
を
主
張
す
る
が
、
そ
の
目
的
は

「漢
は
天
下
を
長
く
有
し
、
恩
徳
を
以

っ
て
人
心
を
結
び
、
…
…
。
暫
く
漢
と
称
し
、
追
っ
て
後
主
を
尊

　
　

　

び
、
以

っ
て
人
望
を
懐
け
る
」
と

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

事
実
上
、
劉
淵
の
理
想
は
旬
奴
帝
国
を
建
設
す
る
こ
と

で
も
、
漢
王
朝
を
回
復
す
る
こ
と
で
も
な
か
っ
た
。
「今
は

晋
氏
が
猶
お
り
、

四

方
が
未
定

で
、
高
祖

(劉
邦
)
の
法
を
仰
ぎ
尊
び
、
暫
く
漢
王
と
称
し
、
皇
帝
を
称
す
の
を
暫
く
止
め
、
宇
宙
が
同

一
し
て
か
ら
更
に
議
論

　
　

　

す
れ
ば
よ
い
」
。
明
ら
か
に
、
彼
は

「復
漢
」
と

い
う
名

の
も
と
に
漢
人
の
支
持
を
集
め
、
統

一
し
た
中
国
の
皇
帝
に

な
り
、
少
な
く
と
も

「
不
失
為
魏
氏
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
曹
魏
の
よ
う
に
中
国
北
部
を
支
配
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

前
燕
の
基
礎
を
築

い

た
慕
容
魔
も
当
初
か
ら

「中
原
を
有
す
べ
し
」
(「当
有
中
原
」
)
と
考
え
、
中
華
王
朝
の
構
築
を
目
標
と
し
た
。
そ
の
孫
で
あ
る
慕
容
僑
は
、

秦
始
皇
帝
に
始
ま
る
と
い
う
中
華
国
家
を
受
け
継
い
で
帝
位

に
つ
く
者
が
譲
り
受
け
る
べ
き
伝
国
の
印
-
伝
国
璽
1
を
も
ら

っ
た
こ
と
を
き

っ

す

　

か
け
に
、
皇
帝
を
称
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
胡
族
政
権
は
中
華
王
朝
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
支
配
者
が

「
皇
帝
」
と
自
称
し

(称

帝
)
、
自
ら

の
元
号

を
立
て
た

(建
元
)。
「建
元
称
帝
」
は

「革
命
創
制
」
を
意
味
し
、
胡
族
の
支
配
者
は
そ
れ
を
通
じ
て
、
そ
の
政
権
建

設
を
中
国
の
正
当
な

王
朝
交
替
で
あ
る
と
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
西
晋
が
滅
ん
で
か
ら
中
国
北
方
は
各
民
族
政
権
の
割
拠
下
に
お
か
れ
、
晋
を
滅
ぼ

し
て
漢
を
回
復
す
る
と
い
っ
た
口
実
が
な
く
な
り
、
そ
こ
で
各
胡
族
政
権
は
ほ
か
の
胡
族
政
権
に
対
し
自
ら
の
中
華
王
朝

の
正
当
性
を
強
調

す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

「
漢
」
と

い
う
名
称
の
意
味
も
な
く
な
っ
た
た
め
、
劉
曜
は
皇
帝
に
即
位
し
て
か
ら
、
「晋

の
金
行
に
次
ぐ
水
行
に

し
、
国
名
を
趙
と
す

マ

　

る
」
と
し
た
。
か

つ
て
前
趙
に
仕
え
、
三

一
九
年
に
趙
王

・
大
単
子
と
称
し
て
後
趙
を
樹
立
し
た
掲
族
の
石
勒
も
、
自

ら

「
龍
飛
革
命
」
、

　
ら

　

　
　

　

「趙
は
金
徳
を
承
り
水
徳
と
な
る
」
と
主
張
し
、
前
燕

の
慕
容
僑
も
自
ら
の
自
立
が

「革
命
創
制
」
で
あ
る
と
考
え
た

。

つ
ま
り

「革
命
説
」

三



と
、
漢
代
か
ら
の
陰
陽
五
行
説
か
ら
来
た

「五
徳
終
始
説
」
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
晋

の
後
の
正
統
な
中
華
王
朝

で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で

あ
る
。

三

三
八
年
に
鮮
卑
族
拓
践
部
の
什
翼
健
に
よ

っ
て
立
て
ら
れ
、
北
魏
政
権
の
前
身
と
も
さ
れ
た
の
は

「代
国
」
で
あ
り
、
北
魏
の
創
始
者

・

什
翼
腱

の
孫
で
あ
る
拓
蹟
珪
も
、
三
八
六
年
に
モ
ン
ゴ
ル
草
原
で
開
か
れ
た
部
族
大
会
で

「代
王
」
に
就
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。
代
王
と
は
、

三

一
〇
年
に
晋
王
朝
が
拓
践
鮮
卑
の
首
領
拓
蹟
猜
盧
に
与
え
た
称
号
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
胡
族
支
配
者
が
考
え
た
王
朝

の
正
統
性
は
、
実
は

中
国

の
正
統
王
朝
と
の
継
承
関
係
に
あ

っ
た
。
拓
蹟
珪
は
三
九
八
年
に
国
名
を
魏
に
変
え
、
皇
帝

(道
武
帝
)
と
称
し
た
。
太
武
帝
拓
践
蕪

の
時
代
に
な

っ
て
、
魏
は
北
は
モ
ン
ゴ
ル
高
原
、
東
北
は
遼
西
、
西
は
今
日
の
新
彊
東
部
、
南
は
秦
嶺

・
准
河
以
南
ま
で
の
大
国
に
な

っ
た
。

　
ア

　

孝
文
帝
拓
践
宏
も
北
魏
が
晋
の
後
を
継
ぐ

「水
徳
」
と
し
た
。

胡
族
政
権
の
支
配
者
が

「皇
帝
」
と
な
る
こ
と
は
、
胡
族
政
権

の
政
治
的
重
心
が
漢
人
社
会
に
移
っ
た
こ
と

の
反
映
で
あ
る
。
前
趙
は
降

伏
し
た
漢
人
士
族
-
読
書
人
の
家
柄
を
有
す
る
者
-
を
積
極
的
に
採
用
し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
政
権
建
設
を
行

っ
た
。
漢
人
官
僚
も
王
朝
の

爵
位

を
も
ら
い
、
旬
奴
貴
族
と

一
緒
に
胡
族
政
権
に
仕
え
て
い
た
。
中
国
の
研
究
者
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
史
料

に
よ

っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る

　
　

　

前
趙

の
官
僚
二
三
六
人

の
内
、
漢
人
が

;

=

人
、
劉
氏

一
族
を
含
め
旬
奴
出
身
者
が

一
一
四
人
と
そ
れ
ぞ
れ
な

っ
て
い
る
。

胡
族
政
権
が
支
配
者
を

「皇
帝
」
と
し
、
そ
し
て
漢
人
士
族
を
官
僚
に
登
用
す
る
こ
と
は
、
中
央
集
権
的
国
家
を
目
指
し
て
い
る
た
め
で

も
あ

っ
た
。
各
胡
族
政
権
は
、
基
本
的
に
中
原
王
朝
の
政
治
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。
劉
淵
は
漢
魏
時
代
以
来

の
官
制
を
継
承
し
、
「丞
相
」
・

「太
尉
」
・
「御
史
大
夫
」
と

い
う

「三
公
」
と

「司
徒
」
(大
司
徒
)
・
「司
空
」
(大
司
空
)
・
「司
馬
」
(大
司
馬
)
・
「太
宰
」

(太
師

)
・
「太

傅
」
・
「太
保
」
の

「
六
卿
」
を
設
け
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
最
高
権
力
を
中
央
政
府
に
集
中
さ
せ
た
。
後
趙
の
石
勒
も
中
原
王
朝

の
政
治
制
度

を
採

用
し
、
そ
し
て

「
九
品
中
正
制
」
を
回
復
し
て
、
漢
人
張
賓
を
官
僚
の
選
任
を
司
る
大
執
法
に
起
用
し
、
多
く
の
漢
人
士
族
を
登
用
さ

す

　

せ
、
漢
人
士
族
の
力
を
借
り
て
新
政
権
の
律
令
を
制
定
し
、
行
政
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
た
の
で
あ

っ
た
。

四



北
方
に
お
い
て
複
数
の
政
権
が
乱
立
し
て
い
る
な
か
、
二
国
が
東
西
に
対
立
す
る
状
態
が
三
回
に
わ
た
っ
て
現
れ
る
。
そ
れ
は
旬
奴
族

の

前
趙
と
掲
族
の
後
趙
、
鮮
卑
族
の
前
燕
と
氏
族
の
前
秦
、
鮮
卑
族
の
後
燕
と
莞
族
の
後
秦
で
あ
る
。

か
つ
て
前
趙
と
後
趙
に
仕
え
た
符
健
は
、

三
五

一
年
に
天
王

・
大
単
干
と
自
称
し
て
前
秦
政
権
を
樹
立
し
、
さ
ら
に
三
五

二
年
に
皇
帝
と
な
る
と
大
単
干
を
息
子

に
譲

っ
た
。
三
五
七

年
に
政
変
を
通
じ
て
前
秦
の
皇
帝
に
な

っ
た
符
堅
は
、
「
胡
漢
分
治
」
の
制
度
を
完
全
に
廃
止
し
、
漢
人
士
族
を
信
用
し

て
そ
の
支
持
を
取

り
付
け
た
。
彼
に
最
も
信
頼

・
重
用
さ
れ
た
王
猛
は
、
厳
し
い
法
律
の
下
に
王
族
を
含
む
氏
族
出
身
者
を
処
刑
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

と
く
に
注
目
す

べ
き
は
、
複
数
の
胡
族
政
権
が
魏
晋
時
代
の

「九
品
中
正
制
」
(九
品
官
人
法
)
を
回
復
さ
せ
、
漢
人

を
中
正
官
に
登
用

し
た
こ
と
で
あ
る
。
「九
品
中
正
制
」
と
は
、
中
央
官
僚
が
出
身
地
域
の

「中
正
官
」
(時
代
に
よ

っ
て
名
前
が
異
な
る
)
を
兼
任
し
、
地
域

社
会

の
出
仕
し
て
い
な
い
知
識
人
を
世
論

・
道
徳

・
才
能

・
家
柄
な
ど
で
三
等
九
品
に
分
け
て
、
官

僚
候
補
と
し
て
政
府

に
推
薦
す
る
と

い

う
三
国
時
代
の
魏

に
よ

っ
て
始
め
ら
れ
た
官
僚
選
任
制
度
で
あ
る
。
「但
存
門
第
」
と
言
わ
れ
た
よ
う

に
、
「九
品
中
正

制
」

に
は
門
閥
重
視

と
い
う
欠
点
が
あ
り
、
そ
の
上
で
胡
人
よ
り
漢
人
を

「中
正
官
」
に
し
て
官
僚
を
選
任
さ
せ
た
こ
と
は
、
胡
族
の
統
治

に
と

っ
て
漢
人
士
族

の
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

北
魏
の
官
制
は
本
来
民
族
的
な
部
分
が
多
か
っ
た
が
、
開
国
の
道
武
帝
拓
賊
珪
は
漢
人
社
会
の
社
会
制
度

・
租
税
制

度
を
存
続
さ
せ
、
早

　り
　

く
も
登
国
元

(】一天

六
)
年
か
ら
、
士
族
出
身
の
許
謙
を
右
司
馬
、
張
哀
を
左
長
史
に
し
て
、
「参
賛
初
基
」
、
つ
ま
り

彼
ら
を
早
期
の
国
政

運
営

に
参
加
さ
せ
た
。
拓
蹟
珪
は
ま
た
戦
争
の
捕
虜
か
ら
も
漢
人
の
有
能
者
を
抜
擢
し
て
国
政
運
営
に
参
加
さ
せ
、
三
九
六
年
に
井
州
を
奪

　ロ
　

取
し
た
後
は
、
「初
め
て
台
省
を
立
て
、
百
官
を
置
き
、
公
侯
を
封
拝
し
、
将
軍

・
刺
史

・
太
守

・
尚
書
郎
以
下
は
す
べ

て
漢
人
に
し
た
」
。

張
衰

、
崔
宏
、
郡
淵
、
李
先
、
頁
閨
、
晃
崇
は
、
典
章
制
度
を
制
定
し
、
中
華
王
朝

の
よ
う
に
北
魏
王
朝
を
作
り
上
げ
た
。

太
武
帝
拓
践
煮
が
即
位
す
る
と
、
漢
人
の
崔
浩
を
翼
州
大
中
正
に
任
命
し
、
鮮
卑
族
の
長
孫
嵩
を
司
州
大
中
正
に
任

命

し
た
。
「崔
浩

が

大
中
正
に
な
る
と
直
ち
に
翼
州

・
定
州

・
相
州

・
幽
州

・
井
州
五
州
の
士
、
数
十
人
を
郡
守
に
任
用

し
、
漢
人
系
官
僚

進
出
の
源
を
開

い

五



　
ね
　

た
」
。
北
魏
の
国
力
の
伸
長
、
つ
ま
り
長
江
以
北
を
統

一
で
き
た
こ
と
は
、
政
権
に
積
極
的

に
協
力
し
た
漢
人
士
族
に
頼

っ
た
部
分
が
大
き

か
っ
た
。

「皇
帝
」
を
称
し
な
か

っ
た
胡
族
の
支
配
者
も

い
た
。
例
え
ば
、
三
八
五
年
に
西
部
鮮
卑

の
乞
伏
国
仁
が
陳
西
西
部

・
甘
粛
東
部
で
、
大

都
督

.
大
将
軍

.
大
単
干
と
称
し
て
西
秦
政
権
を
樹
立
し
、
乞
伏
国
仁

の
後
継
者
で
あ
る
乞
伏
乾
帰
も
そ
の
他

の
民
族
を
支
配
す
る
た
め
に

大
単

干
の
名
を
保

っ
て
い
た
。
三
九
七
年
に
西
部
鮮
卑

の
禿
髪
烏
孤
は
大
都
督

・
大
将
軍

・
大
単
子

・
西
平
王
と
称
し

て
南
涼
政
権
を
樹
立

し
、
四
〇
七
年
に
南
旬
奴
の
傍
系
で
あ
る
鉄
弗
旬
奴

の
赫
連
勃
勃
は
、.
寧
夏

・
陳
西
西
部
と
内

モ
ン
ゴ
ル
西
部
で
天
王

・
大
単
干
と
称
し
て

「夏
」

と

い
う
政
権
を
樹
立
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
乞
伏
国
仁
が

「建
義
」

で
、
禿
髪
烏
孤
が

「太
初
」
で
、
赫
連
勃
勃

が

「
龍
昇
」

で
あ
る

よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
独
自
の
元
号
を
立
て
た
。
元
号
は
漢
武
帝
以
来
中
華
王
朝
の
特
有
の
制
度
で
あ
り
、
元
号
制
度
の
採
用
は
、
政
治

的
自
立
だ
け
で
は
な
く
、
中
華
王
朝
の
政
治
と
文
化
伝
統
を
も
受
け
継

い
だ
証
で
あ
る
。

胡
族
出
身
の
た
め
、

一
部
の
政
権
は
そ
の
前
期

に
お

い
て
、
政
治
支
配
の
二
重
構
造
を
有

し
て
い
た
。
前
趙

・
後
趙

・
前
秦

・
後
秦

・
前

燕

.
後
燕

.
北
燕

・
西
秦

・
南
涼

・
夏
な
ど
の
胡
族
政
権
は
、
そ
の
樹
立
す
る
以
前
、
あ
る

い
は
初
期
段
階
に
お

い
て
、
最
高
支
配
者
あ
る

い
は
後
継
者
を

「大
単
干
」
と
し
た
り
、
大
単
子
を
長
官
と
す
る
官
庁

「単
子
台
」
を
設
立
し
た
り
し
た
。
大
単
子
と
単
子
台
の
仕
事
は
、

主
に
支
配
者
の
出
身
民
族
と
そ
の
他
の
非
漢
民
族
を
含
む

「六
夷
」
(旬
奴

・
鮮
卑

・
掲

・
氏

・
完

・
烏
丸
、
ま
た
は
旬
奴

・
鮮
卑

・
掲

・

氏

,
莞

.
巴
)
の
管
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
二
重
的
支
配
構
造
を
通
じ
て

「胡
漢
分
治
」
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。

鮮
卑
族
に
よ
る
南
涼

の
場
合
、
「晋
人
を
諸
城
に
置
き
農
桑
を
勧
め
さ
せ
以

っ
て
軍
国
の
用
に
供
え
、
わ
れ
わ
れ
が
戦
法
を
習
い
以

っ
て

　に
　

未
賓
服
を
諌
伐
す
る
な
り
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
晋
人

(晋
の
支
配
下
に
い
た
漢
人
)
を
軍
隊
か
ら
排
除
し
て
い
る
。
単
干

・
単
子
台
を

設
け

る
政
権
で
は
、
軍
隊
の
指
揮
権
は
単
干
に
よ

っ
て
掌
握
さ
れ
た
。
民
族
的
相
違
か
ら
出
発
し
て
漢
人
を
牽
制
す
る
思
惑
が
、
胡
族
支
配

者
の
意
識
の
な
か
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
北
魏
は
前
期
に
お
い
て
鮮
卑
族
王
族

・
貴
族
に
よ
る

「内
行
官
」
と
、
主

に
漢
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人
官
僚
に
よ
る

「外
行
官
」
と

い
う
二
つ
の
官
制
シ
ス
テ
ム
を
敷
き
、
最
終
決
定
権
を
持

つ

「内
朝
」
を
以
て
、
議
事

機
関
と
さ
れ
た

「
外

朝
」
を
牽
制
し
た
。

し
か
し
、
前
期
の
北
魏
の
よ
う

に
厳
し
い

「胡
漢
分
治
」
を
実
施
す
る
胡
族
政
権
は
全
体
的
に
少
な
か
っ
た
。
後
趙

の
石
勒
の
よ
う
に
、

　は
　

「胡
漢

分
治
」
を
取
る
が
、
「九
品
中
正
制
」
を
採
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
胡
族
の
優
位
を
事
実
上
無
く
し
た
政
権
も
あ
り
、
む
し
ろ
北
魏

の
ほ
う
が
例
外
で
あ
っ
た
。
鮮
卑
族
は
西
部
鮮
卑
と
東
部
鮮
卑
に
分
か
れ
て
い
た
。
鮮
卑
族
自
体

は
本
来
東
北
地
域
に
居
住
す
る
た
め
、
い　に
　

わ
ゆ
る
西
部
と
東
部
は
、
漢
人
社
会
と
の
距
離
か
ら
見
た
概
念
で
も
あ
る
。
「独
り
拓
蹟
氏
は
、
真

の
胡
と
し
て
中
夏

に
入
り
主
に
な

っ
た
」

と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
以
前
か
ら
漢
人
社
会
と
接
触
し
て
き
た
西
部
の
慕
容
部
に
比
べ
、
東
部

の
拓
蹟
部
は
接
触
が
少

な
か

っ
た
。
拓
践

部
に
よ
る
北
魏
の
漢
人
に
対
す
る
不
信
感
は
、
こ
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

ほ
と
ん
ど
の
胡
族
政
権
は
、
漢
人
に
対
す
る
民
族
的
差
別
の
理
由
で

「胡
漢
分
治
」
を
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
。

漢
人
士
族
の
手
助
け

で
中
華
王
朝
を
作
る
こ
と
に
懸
命
だ

っ
た
胡
族
の
支
配
者
と
し
て
は
、
そ
の
治
国
に
お
い
て
民
族
差
別
の
目
が
あ

っ
た

と
し
て
も
、
ま
ず
漢

人
に
は
向
か
な

い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
か
つ
て
厳
し

い

「胡
漢
分
治
」
を
実
施
し
た
北
魏
は
、
漢
人
社
会
と
接
触

す
る
に
つ
れ
て
、
漢

人
の
文
化
ー
中
華
文
化
1
の
学
習
に
対
し
最
も
熱
心
と
な
り
、
後
に
自
ら
積
極
的
に

「漢
化
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二
重
的
支
配
構
造
下
に
あ
る

「
胡
漢
分
治
」
は
、
漢
人
を
牽
制
す
る
と

い
う
よ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
実
情

に
応
じ
て
違
う
支
配

策
を
と
る
と
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ

っ
た
。
胡
族
政
権
は
、
周
辺
地
域
の
非
漢
民
族
、
あ

る
い
は
漢
人
地
域
に
入

っ
て
来
た
非
漢
民

族
、

い
わ
ゆ
る
六
夷
を
治
下
に
入
れ
た
も
の
が
多

い
。
六
夷
と
漢
人
と
は
、
経
済
様
式
及
び
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
社
会
構
造
が
異
な

る
た
め
、
各
胡
族
政
権
は
、
定
住
農
業
を
営
む
人
々

(主
に
漢
人
)
に
対
し
中
国
王
朝

の
伝
統
的
支
配
体
制
を
敷

い
て
支
配
し
、
部
族
社
会

の
下
に
遊
牧
を
営
む
人
々

(主
に
六
夷
)
に
対
し
旬
奴
帝
国
の
伝
統
的
支
配
体
制
を
以
て
支
配
し
た

の
で
あ
り
、
民
族

は
必
ず
し
も
絶
対
的

な
区
切
り
で
は
な
か

っ
た
。
単
干
が
軍
の
指
揮
権
を
掌
握
す
る
理
由
も
、
主
力
で
あ
る
騎
兵
を
遊
牧
民
の

「
六
夷
」
を

よ
り
と
こ
ろ
に
作
ら
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れ
た

こ
と
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
単
干
の
称
号
を
も

っ
て
い
た
複
数
の
胡
族
支
配
者
は
、

一
旦
皇
帝
と
自
称
す
れ
ば
、
必
ず
大
単
子
の
称
号
を
子
弟
に
譲
る
。
例
え
ば
、

三
〇

八
年
に
皇
帝
に
即
位
し
た
劉
淵
は
息
子
の
劉
聡
に
譲
り
、
三

一
〇
年
に
単
干
台
を
設
置
し
た
。
劉
聡
は
即
位
す

る
と
ま
ず
皇
太
弟
劉
又

に
、
後
に
ま
た
皇
太
子
の
劉
桀
に
譲
っ
た
。
三
代
目
皇
帝
の
劉
曜
も
三
二
五
年
に
単
干
台
を
設
立
し
、
息
子
の
劉
胤
を
大
単
干
と
し
た
。
三

三
〇
年

.
三
五
二
年

.
三
八
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
皇
帝
に
即
位
し
た
後
秦
の
石
勒
、
前
秦

の
符
健
と
後
燕
の
慕
容
垂
は
、
即
位
し
た
時
点
で
大

単
干

の
称
号
を
後
継
者
の
息
子
に
譲
っ
た
。
こ
う
し
た
大
単
子
の

「禅
譲
」
か
ら
、
実
際
に
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
取
ら
れ
る
。
そ
れ

は
五
胡
十
六
国
時
代
に
は
、
各
胡
族
政
権
に
お
い
て
は
大
単
干
が
す
で
に
胡
族
の
伝
統
的
支
配
者
か
ら
中
国
王
朝
の
皇
帝
の
臣
下
に
変
身
し

た
こ
と
と
、
政
治
構
造
に
お
い
て
は
皇
帝
を
中
心
と
す
る
中
国

の
伝
統
的
王
朝
体
制
が
主

で
あ
り
、
大
単
干
を
初
め
と
す
る
胡
族
管
理
体
制

が
補

助
的
役
割
を
果
た
す
も
の
に
過
ぎ
な
く
な

っ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

2
、
夷
独
か
ら
華
夏

へ
1
胡
族
の
民
族
的
変
容

表

2
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
複
数
の
胡
族
政
権
が
、
周
辺
の
非
漢
民
族
に
対
し
て
統
御
官
を
設
け
て
い
た
。
名
前

が
違
い
、
官
職
の
数
量

も
等

し
く
な
く
、
地
方
官
に
よ
る
兼
任
、
現
地
民
族
首
長
の
起
用
な
ど
の
点
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
相
違
す
る
が
、
「校
尉
」
と

「
中
郎
将
」

な
ど

軍
の
将
校
を
以
て
異
民
族
の
統
御
に
当
て
る
こ
と
は
西
漢
以
来

の
慣
例
で
あ
り
、
「平
完
校
尉
」
・
「平
呉
校
尉
」
・
「滅
完
校
尉
」
を
設

け
て
反
抗
す
る
民
族
集
団
に
対
し
て
軍
事
鎮
圧
を
行
う
こ
と
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
胡
族
政
権
が
周
辺
民
族
を

「護
る
」
と

い
う
中
華
帝

国
の
伝
統
思
想
を
受
け
継

い
だ
こ
と
は
、
統
御
官
の
名
称
か
ら
も
分
か
る
。

他
者

の
立
場
か
ら

「蟹
」
「夷
」
「戎
」
「胡
」
を
守
り
、
管
理
す
る
と

い
う
よ
う
な
思
考
様
式
は
、
胡
族
政
権
が
自
ら
民
族
的

に
夷
独
か

ら
脱
皮
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
さ
ら
し
た
。
例
え
ば
、
石
勒
は

「胡
」
と
い
う
語
を
と
く
に
忌
み
、
胡
族
を

「国
人
」
と
呼
ば
せ
焔
。
慕
容



魔
の
子

で
あ
る
慕
容
翰
は
兄
の
慕
容
胱
の
迫
害

で
自
殺
し
た
直
前
、
「逆
胡
が
神
州
を
跨
拠
し
、
中
原
は
未
だ
に
安
定

せ
ず
」
と

い
い
残
し

　レ
　

た
の
で
あ

っ
た
。
前
燕
の
初
代
皇
帝
慕
容
儒
は
夢
で
う
な
さ
れ
た
た
め
、
死
胡
が
生
き
天
子
の
邪
魔
を
し
て
い
る
と
言

っ
て
死
ん
だ
後
趙
皇

　ぬ
　

帝
の
石
季
龍

の
墓
を
壊
し
た
。
い
ず
れ
も
自
分
が
胡
で
は
な
く
、
他
の
政
権
が
胡
で
あ
る
か
の
よ
う
な
主
張
で
あ

っ
た
。

前
燕

の
初
代
皇
帝
慕
容
儒
が

「戎
夷
を
控
制
す
る
方
法
は
徳
を
以
て
接
す
こ
と
」
と
主
張
し
、
前
秦
の
荷
堅
も

「
夷
狭
応
和
」

(夷
秋
と

は
平
和
的
関
係
を
保
つ
べ
き
)
、
「
服
而
赦
之
」
(帰
順
す
れ
ば
容
赦
す
る
)
と
の
政
策
を
取

っ
た
。
符
堅
は
西
域
に
征

伐
軍
を
送
る
際
、
「西

戎
は
風
俗
が
荒
く
、
礼
義
の
国
で
は
な
く
、
そ
れ
を
罵
靡
す
る
道
は
、
服
従
さ
せ
て
か
ら
赦
免
し
、
中
国
の
道
を
示
し

、
王
化
の
法
以
て
導

　の
　

く
こ
と
で
あ
る
」
と
遠
征
軍

の
統
帥
に
教
え
た
と

い
う
。
こ
こ
か
ら
、
中
華
帝
国
の
周
辺
民
族

に
対
す
る
寛
容
さ
が
容
易
に
看
取
さ
れ
る
。

三
八
四
年
の
瀧
水
の
戦

い
で
前
秦
が
急
速
に
崩
壊

官御統族民異の権政族胡各　表

権政職官

秦
燕
燕

後
後
前

涼北涼
秦
涼

後
前
北

涼後●秦後ロ秦前

秦西.

秦
秦
秦
秦
趙
趙

趙
趙

秦
燕
秦
秦
秦
涼

趙
趙
趙
秦
秦
秦
燕
趙

秦
秦
趙

前

西
前
前
後
前
前

後

前
前
前
前
後
北

前
前
後
前
前
前
前
前

前
前
前

ヨ

ヨ

ヨ

」

」

」

」

」

」

」

」

」

将

将

」

将

」

」

」

」

」

」

」

将

」

」

尉

尉

尉

尉

尉

尉

尉

尉

郎

郎

将

郎

将

」

」

」

尉

尉

尉

尉

尉

尉

郎

尉

尉

校

校

校

校

校

校

校

校

中

中

郎

中

郎

尉

尉

尉

校

校

校

校

校

校

中

校

校

蛮

夷

完

莞

胡

底

莞

丸

卑

沙

中

奴

中

校

校

校

戎

胡

蟹

夷

蛮

夷

零

底

莞

南

西

西

東

西

南

底

鳥

鮮

赤

莞

幻

完

呉

完

莞

西

西

西

西

南

東

丁

護

護

護

護

護

護

護

護

護

護

護

護

護

護

寧

平

滅

平

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

「

し
た
。
そ
れ
に
乗
じ
て
、
莞
族

の
挑
蔑
は
潤
水
以
北

で
大
将
軍

・
大
単
干

・
万
年
秦
王
と
称
し
て
後
秦
政

権
を
樹
立
し
た
。
銚
莫

の
捕

虜
に
な

っ
た
符
堅
は

「伝
国
璽
」
を
渡
す
よ
う
に
要
求
さ
れ
る
と
、
「小
完

の
く
せ
に
天
子
を
脅
か
す
。
伝

国
璽
を
あ
な
た
た
ち

完

に

譲

る

わ

け
は
あ

る

ま

い
。

図

・
書

・
符

名

な

ど

の
根
拠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
五
胡
の
序
列
に
あ
な
た

　
の
　

た

ち

莞

の
名

は
あ

る
ま

い
」

と

、

き

っ
ぱ

り

断

っ
た

と

い
う

。

符

堅

は
自

ら

な

お

「
胡

」

で
あ

る

こ

と

を

意
識
す
る
が
、
し
か
し
伝
国
璽
を
譲
ら
な

い
理
由
と

九



し
て
、
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
た
河
図

・
緯
書
と
符
名
が
な
く
、
中
国
の
文
化
制
度
に
沿
わ
な

い
こ
と
を
取
り
上
げ
、
後
秦
は
正
統

な
王
朝
で
は
な
い
と
断
定
し
た
の
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
、
文
化
制
度
と
政
治
制
度
と
は
本
来
分
け
ら
れ
ず
、
正
統
な
中
華
王
朝
を
目
指
す
胡
族
政
権
は
、
中
華
の
文
化
、
特
に
儒

学
の
勉
強
に
多
大
な
情
熱
を
注
い
だ
。
劉
淵
は
蜂
起
を
興
し
て
か
ら
、

一
貫
に
し
て
漢
人
士
族
を
保
護
し
た
た
め
、
多
く
の
漢
人
住
民
の
支

　お
　

持
を
得
た
と
い
う
。
劉
曜
は
、
「太
学
を
長
楽
宮
の
東
に
、
小
学
を
未
央
宮
の
西
に
立
て
、
百
姓
か
ら
年
が
二
五
以
下
十
三
以

上
、
教
わ
る

　お
　

べ
き
神
志
の
あ
る
者
を
千
五
百
人
選
び
、
朝
賢

・
宿
儒

・
明
教

・
敦
学
に
分
け
教
え
」
、
儒
学
の
普
及
に
力
を
入
れ
た
。

後
趙
の
石
勒
は
、
奴
隷
の
出
身
で
字
を
読
め
な
い
が
、
中
国

の
史
書
を
他
人
に
読
ん
で
も
ら
い
、
特
に

『漢
書
」
が
好
き
だ

っ
た
と
い
う
。

彼
は
戦
時
中
か
ら
漢
人
士
族
を
保
護
し
、
流
民
と
捕
虜
の
中
か
ら

「其
の
衣
冠
人
物

(士
族
)
を
集
め
て
君
子
営
と
し
、
張
賓
を
幕
僚
の
長

　お
　

ま

へ

に
抜
擢
し
て
」
、
士
族

の
特
権
的
地
位
を
認
め
た
。
中
央
に
律
学
祭
酒

・
教
学
祭
酒

・
史
学
祭
酒

・
門
臣
祭
酒
、
各
地
方
に
博

士
祭
酒
な
ど

　
ゐ
　

の
学
官
職
を
設
け
て
、
自
ら
大
学

・
小
学

に
足
を
運
ん
で
学
生
に
試
問
す
る
ほ
ど
、
中
華
文
化
に
対
す

る
強

い
熱
意
を
示
し
た
。

　
　
　

前

秦
の
符
健
は

「修
尚
儒
学
」
と
言
わ
れ
、
政
変
を
通
じ

て
帝
位
に
即
い
た
符
堅
も
漢
人
士
族
を
重
用
し
、
三
七
〇
年
に
魏
晋
時
代
の
士

族

の
籍
を
回
復
し
た
。
彼
は
中
華
文
化

の
普
及
に
力
を
入
れ
、
コ

月
に
太
学
三
度
に
臨
み
」
、
「広
く
学
宮
を
修
め
、
…
…
公
卿
以
下
の
子

孫
に
授
業
を
受
け
さ
せ
、
そ
の
有
学
者
を
通
儒
と
名
づ
け
」
、
氏
族
の
武
将
に
対
す
る
儒
学
教
育
ま
で
実
施
し
た
。
符
堅
は
ま
た

「
明
堂
」

を
起

こ
し
、
中
華
王
朝

の
政
治
伝
統
と
中
華
の
文
化
伝
統
の
正
統
な
継
承
者
と
し
て
、
漢
人
の
理
想
的
な

「
聖
君
賢
相
」
の
社
会
を
作
り
出

　　
　

す
こ
と
に
努
め
た
。
後
秦
政
権
の
二
代
目

の
皇
帝
挑
興
も
各
地
に

「学
官
」
を
設
置
し
、
有
名
な
儒
学
者
を
招
請
し
て
、
講
義

に
自
ら
出
席

す
る
ほ
ど
儒
学
を
尊
ん
だ
。
四
〇

一
年
か
ら
北
涼
政
権
の
最
高
権
力
を
掌
握
し
た
沮
渠
蒙
遜
も
、
戦
乱
を
逃
れ
て
き
た
漢
人
士
族
を
保
護
し
、

　　
　

そ
れ
を
官
僚
に
登
用
し
た
。

鮮
卑
の
慕
容
部
で
は
、
慕
容
魔

・
慕
容
銑

・
慕
容
偶
の
三
代
と
も
に
西
晋

・
東
晋
か
ら
大
都
督

・
大
将
軍

・
大
単
子

・
遼
東
公
の
称
号
を

o



も
ら

っ
て
い
た
。
三
一二
七
年

に
慕
容
銑
は
燕
王
と
称
し
て
自
立
し
、
三
五
二
年
に
慕
容
僑
は
皇
帝
と
称
し
て
前
燕
政
権
を
樹
立
し
た
。
慕
容

魔
は
、
「
平
原
の
劉
讃
は
儒
学
に
通
じ
、
引
い
て
東
痒
祭
酒
と
な
し
、
其
の
世
子
銑
は
王
族
子
弟
を
率
い
て
授
業
を
受

け
た
。
魔
は
覧
政

の

　　

　　

暇
、
自
ら
臨
み
聴
講
し
、
そ
こ
で
・…
-
礼
譲
が
流
行

っ
た
」。
後
燕
の
慕
容
宝
も

「敦
崇
儒
学
」
と
言
わ
れ
た
。

西
部
鮮
卑

の
乞
伏
部
に
よ
る
西
秦
政
権
の
乞
伏
乾
帰
は
、
著
名
な
漢
人
儒
学
者
の
焦
遺
を
太
子
太
師
に
し
た
上
に
、
博
士
の
職
を
設
置
し
、

以
っ
て
王
族
の
子
弟
に
中
華
文
化
を
教
授
さ
せ
た
。
河
西
地
域
に
南
涼
政
権
を
樹
立
し
た
西
部
鮮
卑
の
禿
髪
烏
孤
は
、
高
級
官
職
に
禿
髪
王

族
を
以

っ
て
充
て
た
が
、
「四
夷

の
豪
傑
」
・
「西
州
の
徳
望
」
・
「文
武
の
秀
傑
」
・
「中
州
の
才
令
」
・
「秦
雍
の
世
門
」

は

「皆
内
で
は
顕
位

　む
　

に
居
、
外

で
は
郡
県
の
宰
を
務
め
」
、
漢
人
士
族
に
対
し
て
礼
を
以

っ
て
遇
し
た
。
そ
の
後
継
者

の
禿
髪
利
鹿
骨
は
、

さ
ら
に
漢
人
の
儒
学

　お
　

者
に
よ
る
王
族
子
弟
へ
の
儒
学
教
育
を
行
わ
せ
た
。

胡
族
の
支
配
者
が
中
華
文
化

の
普
及
に
情
熱
を
注

い
だ
理
由
は
二
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
政
治
的
に
必
要

で
あ

っ
た
こ
と

で
あ

る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
政
治
制
度
と
文
化
制
度
と
は
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
趙
政
権
は
歴
史

を
記
録
す
る
史
官
も

　　
　

音
楽
を
制
定
す
る
楽
府
も
設
立
さ
せ
、
前
燕
は

「
朝
廷
礼
儀
の
設
計
解
釈
も
、
大
体
魏
晋
に
沿

っ
た
」
。
漢
人
地
域
を
支
配
す
る
た
め
に
は
、

文
化
制
度

の
側
面
か
ら
中
華
文
化

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
っ
た
。

北
魏
開
国

の
皇
帝
拓
蹟
珪
は
三
九
八

(天
興
元
)
年
に
国
号
を
魏
に
変
え
、
七
月
に

「平
城

に
都
を
移
し
、
初
め
て
宮
殿
を
営
み
、
宗
廟

を
建

て
、
社
稜
を
立
て
た
」
。
八
月
に

「有
司
に
詔
を
下
し
、
封
畿
を
分
別
し
、
郊
旬
を
制
定
し
、
経
術
を
正
し
、
道

里
を
標
記
し
、
五
権

を

一
致
さ
せ
、
五
量
を
校
正
し
、
五
度
を
定
め
た
」
。
十

一
月
に

「詔
を
下
し
、
尚
書
吏
部
郎
中
郡
淵
に
官
制
を
定
め

て
官
位
を
立
て
さ
せ
、

音
律
を
調
べ
て
音
楽
を
作
ら
せ
、
儀
曹
郎
中
董
謹
に
郊
廟
を
起
こ
し
て
社
稜

・
朝
観

・
饗
宴

の
儀
を
定
め
さ
せ
、
三
公
郎
中
王
徳
に
律
令
を

定
め

て
科
禁
を
公
布
さ
せ
、
太
史
令
晃
崇
に
渾
天
儀
を
製
造
し
て
天
象
を
研
究
さ
せ
、
吏
部
尚
書
崔
玄
伯
に
こ
れ
を
総
裁
す
る
よ
う
、
そ
れ

(34
)

(
35
V

そ
れ
命
じ
た
」
。
そ
し
て

一
二
月

に
帝
位
に
即
し
、
「
崔
宏
の
勧
め
で
、
自
ら
黄
帝
の
後
喬
と
言

い
、
新
王
朝
の
五
行
を

土
徳
に
し
た
」
。
事

=



実

上
、
中
国
の
文
化
制
度
を
政
治
制
度

の
基
礎
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。

漢
人
社
会
を
管
理
す
る
た
め
に
は
漢
人
士
族
が
必
要
で
あ

っ
た
。
石
勒
の

「
人
材
主
義

へ
の
熱
意
は
南
朝
と
違
っ
て
真
摯

で
あ

っ
た
」
。

そ

の
理
由
は
、
「
彼
ら
の
当
面
の
課
題
た
る
北
支
に
お
け
る
重
農
主
義
国
家
再
建
の
建
設
的
任
務
を
果
た
す
た
め
に
は
儒
教

の
政
治
思
想
を

標
榜

し
、
か

つ
儒
教
主
義
の
人
材
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…
漢
人
庶
民
は
北
族
国
家
の
統
治
を
直
接
受
け
る
よ
り
も
漢
人
豪
族
の

　め
　

蔭

附
た
る
に
甘
ん
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と

い
う
。
ま
た
、
前
秦
が

「外
に
お
い
て
兵
革
を
修
め
、
内
に
お

い
て
儒
学
を
尊
び
、
農
桑
が
勧

め

ら
れ
、
廉
恥
が
教
え
ら
れ
、
…
・-
兵
強
国
富
、
民
間
が
平
和
で
あ
る
こ
と
は
、
王
猛
の
蔭
で
あ
紅
鴇

そ
し
て
第
二
は
、
中
華
文
化
へ
の
憧
憬

で
あ
る
。
劉
淵

・
劉
和

・
劉
聡

・
劉
曜
も
皆
幼

い
頃
か
ら
漢
文

の
教
育
を
受
け
て
い
た
。
劉
淵
は
、

「
上
党
の
崔
遊
に
師
事
し
、
『毛
詩
』
・
『京
氏
易
』
・
『馬
氏
尚
書
』
を
習
い
、
尤
に

『春
秋
左
氏
伝
』
・
『孫

呉
兵
法
』
が
好
き

で
、
『史
』
・

ゑ

　

『
書

』
.
『諸

子

』

の
な

か

、
読

ん

で

い
な

い

も

の
は
な

し
」
。

劉

淵

の
跡
を

継

い
だ

劉

和

は

、
「
習

「
毛

詩

』
・
『
左
氏

春
秋

』
・
『
鄭

氏

易

ヒ

。

　　
　

劉
聡
は
、

]
四
歳

の
と
き
か
ら
、
「経
史

に
通
じ
、
兼
て
百
家

の
言
を
整
理
し
、
孫
呉
兵
法
な
ど
、
読
ま
な

い
も
の
な
し
」。

つ
ま
り
旬
奴
貴

族

の
中
華
文
化

へ
の
転
向
は
、
昔
か
ら
本
心
で
や
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
当
初
か
ら
中
国
の
天
下
を
取
る
た
め
の
行
動
で
あ

っ
た
と
言
い

難

い
。「非

我
族
類
、
其
心
必
異
」
と
言

っ
た
よ
う
な
考
え
方
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
民
族
の
相
違
か
ら
、

一
部
の
漢
人
士
族
は
、
胡
族
が
漢

ゐ

　

人
地
域
に
入
る
こ
と
に
対
し
て
大
き
な
反
感
を
持
つ
。
し
か
し
、
「心
」
と
は
思
考
様
式
と
価
値
観
で
あ
る
。
中
華
文
化
、
特

に
儒
学
の
勉

強
は
、
当
然
胡
族
君
主
の
人
生
観

・
価
値
観

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
は
ず
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
南
幻
奴

の
傍
系
で
あ
る
鉄
弗
旬
奴
の
王

族
も

劉
の
苗
字
を
使

っ
て
い
た
が
、
「夏
」
政
権
を
建
て
た
赫
連
勃
勃
は
こ
れ
を

「赫
連
」
に
変
え
た
。

一
見
こ
の
こ
と
は
漢
文
化
か
ら
の

離
脱

に
見
え
る
が
、
実
は
赫
連
勃
勃
が
姓
を
変
え
た
理
由
は
、
「
子
は
母
方
の
姓
に
従
う

の
が
礼
に
反
す

る
も

の
で
あ
る
」
と

い
う
極
め
て

中
華
的
な
考
え
方
で
あ

っ
た
。
符
堅
は
家
庭
で
八
才
か
ら
儒
学
を
学
び
始
め
た
た
め
、
「性
至
孝
、
博
学
多
才
芸
、
有
経
済
大
志
」
と
な
り
、

三



孔
子

が
提
唱
す
る

「修
、
斉
、
治
、
平
」
(身
を
修
め
、
家
を
斉
え
、
国
を
治
め
て
天
下
を
平
ら
に
す
る
)
と
い
う

よ

う
な
儒
学
者
の
人
生

観
に
完
全
に

一
致
し
て
い
る
。

中
華
と
は
本
来
、
民
族
よ
り
、
む
し
ろ
文
化
を
指
す
も
の
で
あ

っ
た
。
正
統
な
儒
学
か
ら
み
れ
ば
、
文
化
的
に
中
華

で
あ
れ
ば
、
民
族
的

に
も
華
夏
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
南
涼

の
禿
髪
傳
檀
本
人
は

「経
輪
名
教
」
で
、
そ

の
子
弟
及
び
王
族
も
み
な
積
極
的
に
漢
文
化

を
吸
収
し
た
。
そ
の
た
め
、
風
俗
慣
習
も
服
装
も
言
語
も
次
第
に
漢
化
し
た
。
各
胡
族
政
権
の
中
華
文
化
を
積
極
的
に
吸
収
す
る
政
策
は
、

事
実
上
漢
化
政
策
で
あ
り
、
五
胡
十
六
国
時
代
に
お
け
る
胡
族
の
漢
化
は
、
王
族

・
皇
族

・
社
会
の
上
層
部
か
ら
始
ま

る
と
い
う
特
徴
を
も

っ

て
い
た
。

胡
族
君
主
の
中
で
も

っ
と
も
漢
化
を
積
極
的

・
徹
底
的
に
進
め
た
の
は
、
北
魏
の
孝
文
帝
拓
蹟
宏
で
あ
ろ
う
。
す
で

に
拓
賊
珪
が
三
九
八

年
に
お

い
て

「朝
野
は
み
な
髪
を
結
束
し
帽
子
を
被
る
」
と
命
じ
た
時
点
か
ら
、
鮮
卑
族
の
漢
化
が
始
ま
っ
た
。
孝
文
帝
の
時
代
に
な

っ
て

も
な
お
多
く
の
鮮
卑
貴
族
が
漢
化
政
策
に
強
く
抵
抗
し
た
が
、
四
九
三
年
、
孝
文
帝
は
鮮
卑
社
会

の
漢
化

・
封
建
化
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、

断
然
た
る
態
度
で
都
を
平
城
か
ら
中
華
文
化
の
中
心
地
帯
に
あ
る
洛
陽
に
移
し
、
四
九
五
年
に
ま
た

「洛
陽
に
遷
住
し
た
民
は
、
死
ね
ば
黄

　ね
　

河
以
南
に
埋
葬
し
、
北
へ
帰
る
こ
と
は
許
さ
な
い
」
と
命
じ
、
「髪
を
編
み
服
を
左
祇
し
た
」
皇
太
子
の
処
刑
を
始
め

、
反
対
派
を
容
赦

な

　れ
　

く
鎮
圧
し
た
。

鮮
卑
族
は
中
原
地
域
に
入

っ
た
時
点
で
な
お
鮮
卑
語
を
使
用
し
て
い
た
。
北
魏
王
朝
は
初
期

に
お
い
て
漢
人
官
僚
の
鮮
卑
語
使
用
を
要
求

し
た
が
、
統
治
下
の
漢
人
住
民
に
対
し
鮮
卑
語
の
学
習
と
使
用
を
強
制
し
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
孝
文
帝
は
四
九
五
年
に

「朝
廷
で
の
北

　わ
　

俗
言
語

の
使
用
を
禁
じ
、
違
反
す
る
者
は
官
職
を
免
ず

る
」
、
「北
語
を
断
り
、

一
切
は
正
音
に
従
う
」
と
い
う
命
令
を

下
し
、
鮮
卑
族
自
身

の
鮮
卑
語
使
用
も
厳
禁
し
た
。
彼
は
ま
た
鮮
卑
服
が
遊
牧
民
の
服
で
あ
り
、
中
原
の
文
化
伝
統
に
合
わ
な
い
と
い
う
理
由
で
禁
止
し
、
中
華

文
化

の
正
統

の
継
承
者
で
あ
れ
ば
服
飾
に
お
い
て
も
漢
人
と

一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
漢
人
服
の
着
用
を
提
唱

し
た
。
そ
し
て
、
皇

≡



族
の
姓
を

「拓
践
」
か
ら

「元
」
に
変
え

る
こ
と
を
は
じ
め
、
鮮
卑
族
の
姓
を
す
べ
て
漢
人
の
姓
に
変
え
る
よ
う
命
じ
、
か
つ
て
遊
牧
民
族

で
は
許
さ
れ
て
来
た
同
姓
通
婚
の
禁
止
を
通
じ
て
胡
漢
通
婚
を
促
し
、
自
ら
も
漢
人
の
名
門
世
家
か
ら
妃
を
と
り
、
皇
室
の
娘
を
漢
人
に
嫁

が
せ

、
血
統
に
お
い
て
も
鮮
卑
族
の
漢
化
を
推
進
し
た
。

】
四

3
、
遊
牧
民
か
ら
農
耕
民
へ
1
胡
族
の
社
会
的

・
経
済
的
変
容

上
述
の
よ
う
に
、
非
漢
民
族
の
漢
化
、
イ

コ
ー
ル
中
華
文
化
の
吸
収
で
あ

っ
た
。
し
か
し
い
わ
ゆ
る
中
華
文
化
と
は
、
定
住
農
業
を
背
景

に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
遊
牧
民
だ

っ
た
胡
族
に
と

っ
て
は
、
漢
化
の
最
も
根
本
的
な
条
件
が
ほ
か
な
ら
ぬ
定
住
農
業
化
で
あ

っ
た
。

劉
宣
の
話
を
借
り
れ
ば
、
「漢
の
亡
国
以
来
、
魏
と
晋
が
相
次
ぎ
興
り
、
単
子
に
は
虚
号
が
あ
る
が
、
再
び
尺
土
の
業
を
有
し
な

い
。
諸

な

　

王
侯

さ
え
編
戸
と
同
じ
よ
う
に
下
が

っ
た
」
と
な
る
。
ま
た

『晋
書
」
陳
元
達
載
記
に
よ
れ
ば
、
旬
奴
出
身

の
儒
学
者
陳
元
達
は
前
趙
政
権

に
出
仕
す
る
ま
で
、
「常
躬
耕
兼
調
書
」
と

い
う
生
活
を
送

っ
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
内
地
に
移
住
し
た
旬
奴
は
、
前
趙
政
権

の
樹
立
以

前
か

ら
、
す
で
に
遊
牧
か
ら
離
れ
、
定
住
農
業
を
始
め
た
の
で
あ

っ
た
。

一
方
、
農
業
を
遅

い
時
期
に
始
め
た
胡
族
も
い
た
。
二
世
紀
半
ば
、
檀
石
梶
は
鮮
卑

の

「大
人
」
に
な
り
、
彼
は
鮮
卑
の
各
部
を
統

一
し
、

法
律
を
作
り
、
鉄
器

の
兵
器
と
道
具
を
作

っ
て
鮮
卑
社
会
の
発
展
を
促
し
、
統
治
の
便
宜
上
鮮
卑
を
東
部

・
中
部

・
西
部
に
分
け
た
。
中
国

　　
　

の
史
書
に
、
二
二
二
年
に
鮮
卑
が
馬
と
牛
な
ど
の
家
畜
を
以
て
曹
魏
と
貿
易
し
た
記
録
が
残

っ
て
い
る
。

し
か
し
中
原
に
作
ら
れ
た
各
胡
族
政
権
は
そ
ろ
っ
て
農
業
促
進
策
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
ま
ず
中
原
で
の
国
家
建
設

の
た
め
、

軍
の
食
料
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
掲
族
の
石
勒
は
、
「使
節
を
派
遣
し
て
州
郡
を
循
行
さ
せ
、
戸
籍
を
確
定
し
、
農
桑

　　
　

を
勧

め
て
課
税
を
行

い
」
、
後
趙
の
農
業
生
産

の
向
上
を
励
ま
し
、
戸
籍
を
単
位
と
す
る
税
収
制
度
を
確
立
さ
せ
た
。
氏
族
の
符
堅
も

「
課

　
れ
　

農
桑
」
を
励
行
し
、
農
業
に
対
す
る
税
収
を
前
秦
の
主
な
財
源
と
し
た
。
前
燕
の
基
礎
を
築
い
た
慕
容
魔
は
、
「胡
漢
分
治
」
を
取
ら
ず
、



帰
順
し
た
漢
人
に
対
し
て

「郡
」
を
設
け
て
漢
人
を

「郡
」
の
役
人
に
登
用
し
、
農
業
生
産
を
勧
め
た
。
こ
れ
ら

の
実
例
を
み
る
と
、
胡
族

政
権

に
よ
る
農
業
促
進
は
、
ま
ず
現
地
の
漢
人
か
ら
始
ま

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ

の
後
間
も
な
く
、
支
配
民
族
自
身
の
定
住
農
業
化
も
始
ま
っ
た
。
慕
容
魔
は
二
九
四
年

に
そ
の
部
族
を
率

い
て
今
日
の
遼
寧
西
部
に
移

　ま

住
し
、
「農
桑
法
制
を
以
て
こ
れ
を
教
え
、
上
国
と
同
様
に
し
た
」
。
後
継
者
の
慕
容
銑
は

「農
は
国
の
本
」
と
言

い
、
「地
を
千
里
開
き
、

そ
の
部
族
を
五
万
戸
昌
黎
に
移
住
さ
せ
、
…
・-
牧
牛
を
以
て
こ
れ
を
貧
家

に
与
え
て
、
農
産
業
を
従
事
さ
せ
、
公
は
収
入
の
八
分
を
、
二
分

お

　

を
個

人
収
入
と
し
た
」。

定
住
農
業

へ
の
転
向
は
、
必
然
的
に
遊
牧
民
族

の
伝
統
的
部
族
社
会
を
変
容
さ
せ
た
。
石
勒

の
父
は

「部
落
小
率

」
、
す
な
わ
ち
部
族

の

小
頭

目
で
あ

っ
た
。
鮮
卑
の
拓
蹟
部
も
、
か
つ
て
遊
牧

の
生
産
様
式
に
応
じ
て
、
部

(部
族
)
・
邑
落

(氏
族
)
・
落

(大
家
族
)
の
よ
う
な

　ロ

　

血
縁
的
部
族
制
度
を
と
っ
て
い
た
。
部
族
は
基
本
的

に
家
族
共
同
体
を
基
礎
と
す
る
生
活
共
同
体
で
あ
る
が
、
政
治

共
同
体

・
軍
事
共
同
体

の
意
味
合

い
も
あ

っ
た
。
部
族

は
、
血
が
繋
が

っ
て

い
る
同
士
の
助
け
合

い
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
遊
牧
社
会

に
と

っ
て
必
要
だ

っ
た
が
、

地
域
を
単
位
と
す
る
農
業
社
会

に
は
必
ず
し
も
適
応

で
き
ず
、
そ
の
上
に
ま
た
農
業
社
会
を
基
礎
と
す
る
中
央
集
権
的
政
治
体
制
の
対
抗
勢

力
の
温
床

に
な
り
か
ね
な
か

っ
た
。

そ

の
た
め
に
各
胡
族
政
権
は
胡
族

の
定
住
農
業
化
と
と
も
に
、
社
会
構
造
の
面
に
お
い
て
も
血
縁
社
会
か
ら
地
縁
社
会

へ
の
移
行
を
積
極

的
に
推
進
し
た
。
例
え
ば
、
後
燕
の
慕
容
宝
は
、
定
住
農
業
化
を
推
進
し
て
き
た
慕
容
垂
の
跡
を
継
い
で
、
「戸
籍
人

口
を
校
閲
し
、
諸
軍

　ヨ

営
を

や
め
さ
せ
、
各
郡
県
に
分
属
さ
せ
た
」
。
生
活
共
同
体
と
政
治
共
同
体

・
軍
事
共
同
体
と
が
不
可
分
で
あ
る
遊
牧

社
会
で
は
、
軍
営
と

は
部
族
そ

の
も
の
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
慕
容
宝
は
、
土
地
に
基
づ
く
戸
籍
登
録
と
郡
県
制
の
施
行
を
通
じ

て
、
鮮
卑
の
伝
統
的
部

族
制
を
崩
壊
さ
せ
、
鮮
卑
民
衆
を
部
族
の
民
か
ら
国

の
民
に
仕
上
げ
た
の
で
あ

っ
た
。

鮮
卑

の
拓
蹟
部
も
、
本
来

「
八
部
」
を
中
核
と
す
る
部
族
制
で
あ
り
、
部
族

の
盟
主
は
各
部
に
よ
る
選
挙
で
選
ば
れ

る
こ
と
に
な

っ
て
い

五



た
。
『南
斉
書
』
魏
虜

に
よ
れ
ば
、
「
(拓
賊
珪
が
)
初
め
て
平
城
を
都
と
し
た
以
前
、
水
と
草
を
追
い
、
城
郭
も
な
か

っ
た
。
そ
こ
か
ら
初

め
て
土
で
出
来
た
家
を
造

っ
た
」
と
い
う
。
創
始
者
道
武
帝
拓
蹟
珪
を
始
め
、
北
魏

の
歴
代
の
皇
帝
は
み
ん
な
鮮
卑

の
遊
牧
伝
統
を
放
棄
し
、

定
住

農
業
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
「(拓
践
珪
が
三
八
六
年
に
)
諸
部
族
を
解
散
さ
せ
た
た
め
、
(民
衆
を

)
始
め
て
同
じ
よ
う

に
編
民
に

　お
　

し
た
」
。
拓
蹟
珪
は
さ
ら
に
三
九
八
年
に

「内
地
に
新
し
く
移
住
し
て
き
た
民
に
役
牛
を
与
え
、
人
数
に
応
じ

て
農
地
を
授
与
す
る
」
、
「各

ヨ
　

部
を

離
散
さ
せ
、
土
地
を
分
け
て
定
住
さ
せ
、
遷
徒
を
認
め
ず
、
其

の
君
長
大
人
は
皆
編
戸
と
同
じ
」
と

の
詔
令
を
下
し
た
。
す
な
わ
ち
部

族
を

解
散
さ
せ
て
民
衆
を
部
族
首
領
の
支
配
下
か
ら
引
き
離
し
、
そ
れ
に
土
地
を
与
え

て
定
住
す
る
地
域
と
結
び
付
け
さ
せ
、
部
族
の
衆
か

ら
国
家
の
民
に
し
た

の
で
あ

っ
た
。

こ

れ
は
当
然
部
族
首
領
の
反
対
に
遭
う
が
、
北
魏
国
家
は
数
十
年
を
か
け
て
強
大
な
軍
事
力
を
背
景
に
強
制
的
に
施
行
さ
せ
た
。
四
五
七

年

に
各
部
の

「護
軍
」
(最
高
軍
政
と
民
政
長
官
)
を
地
域
の
太
守
に
し
た
こ
と
で
、
漢
人
地
域
に
お
い
て
の
み
施
行
さ
れ
て
き
た
郡
県
制

を
完
全
に
取
り
入
れ
、
七
十
年
間
を
か
け

て

「編
戸
斉
民
」
(戸
籍
を
ま
と
め
て

一
律

の
民
衆
に
す
る
こ
と
)
を
実
現
さ
せ
た

の
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
孝
文
帝
は
ま
た

「
均
田
令
」
(「計

口
分
田
」
)
・
「三
長
制
」
(
「隣

・
里

・
党
は
各

々

一
人
の
長
を
置
き

、
五
家
族
は

一
つ
の
隣
に
、

五
隣

は

一
つ
の
里
に
、
五
里
は

一
つ
の
党

に
す
る
」
)
・
「租
調
制
」
を
施
行
し

(四
八
五
年
)、
そ
し
て
四
八
六
年
に

「戸
籍
を
造
り
、
郡
県

　み
　

　
　

を
分

け
て
設
置
し
」
、
国
家
の
人
口
管
理
を
さ
ら
に
強
化
し
、
「遍
く
天
下
に
編
戸
で
な

い
人
は
な
し
」
と

い
う
よ
う

に
仕
上
げ
た
。

経

済
様
式
と
社
会
構
造

の
変
化
は
、
中
央
集
権

の
強
化
と
財
源
の
確
保
が
で
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
胡
族

の
生
活
慣
習
に
も
変
化
を
も
た

ら
し
、
遊
牧
生
活
を
土
壌
に
す
る
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
的
信
仰
は
次
第

に
放
棄
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
中
原
に
入
る
以
前
、
鮮
卑
族
は
天
地
日
月

星
辰

山
川
な
ど
自
然
物
を
崇
拝
し
、
そ
れ
ら
を
祭
る
巫
術
を
保

っ
て
い
た
。
孝
文
帝
は
四
九
四
年
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
た

「西
郊
に
お
い
て

天
を

祀
る
」
と
い
う
儀
式
を
廃
止
し
、
中
華
王
朝
の
天

・
地
を
祭
る
儀
式
を
採
用
し
、
漢
人
の
天

・
地

・
神
を
自
ら
の
天

・
地

・
神
と
し
て

祭
る
こ
と
に
し
た
。

一
六



周
知
の
通
り
、
五
胡
十
六
国
時
代
は
中
国
に
お
け
る
仏
教
の
普
及
期
で
も
あ

っ
た
。
胡
族
支
配

の
陰
で
、
西
域
か
ら
多
く
の
仏
教
僧
侶
が

中
国
内
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
莞
族
の
二
代
目
後
秦
皇
帝
挑
興
は
、
有
名
な
亀
藪
僧
侶
鳩
摩
羅
什
を
招
請
し
、
多
く

の
経
典
を
中
国
語

に
訳
さ
せ
、
仏
教

の
伝
播
に
力
を
入
れ
た
。
南
涼
を
樹
立
し
た
禿
髪
烏
孤
は
、
「敬
鬼
神
、
祀
天
地
日
月
星
辰
山
川
」
と

い
う
伝
統
的
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ

ム
的
信
仰
を
や
め
、
仏
教
に
改
宗
し
た
。
北
涼
の
沮
渠
蒙
遜
は
、
仏
教

に
対
す
る
信
仰
心
が
高
か
っ
た
た
め
、
仏
教
が
北
涼
で
流
行

し
た
。
西
秦
は
乞
伏
乾
帰
の
支
配
期
に
お
い
て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
宗
教
が
姿
を
消
し
た
た
め
、
随
西
地
域
の
仏
教
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
ま
た
北
魏
に
お
け
る
仏
教

の
流
行
に
影
響
を
与
え
た
。

胡
族
政
権
が
仏
教
を
普
及
さ
せ
る
目
的
は
、
仏
教
を
利
用
し
て
戦
乱
が
相
次
ぐ
な
か
で
精
神
的
安
寧
を
求
め
る
人
々
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

仏
教

の
呪
術
性
と
神
秘
性
を
借
り
る
こ
と
で
自
己
の
権
力
支
配
を
強
化
し
、
仏
教
の
霊
験
謳
を
利
用
し
て
、
人
々
に
胡
族
の
皇
帝
を
認
め
さ

　お
　

せ
る
こ
と
に
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
仏
教
も
外
来
の
も

の
で
あ
り
、
胡
族
の
指
導
者
が
そ
れ
を
推
し
進
め
る
目
的
は
、
お
そ
ら
く
、
外
来

の

神
ー
仏
ー
に
対
す
る
人
々
の
信
仰
を
利
用
し
て
、
胡
族
君
主
に
よ
る
中
原
支
配

の
正
当
性
を
暗
示

・
主
張
す
る
こ
と

に
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

経
済
様
式
に
お
け
る
遊
牧
経
済
か
ら
定
住
農
業
経
済

へ
の
転
向
、
社
会
構
造
に
お
け
る
部
族
社
会
か
ら
地
域
社
会

へ
の
変
化
、
支
配
関
係

に
お
け
る
部
族
の
民
か
ら
国
家
の
民

へ
の
変
身
を
通
じ
て
、
胡
族
が
漢
人
と
雑
居
す
る
よ
う
に
な
り
、
言
語
の
消
失

・
慣
習
の
変
化

・
中
華

文
化

の
習
得
、
特
に
通
婚
を
通
じ
て
、
胡
族
は
次
第
に
漢
人
社
会
に
融
合
し
、
漢
化
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に

五
胡
十
六
国
時
代
に
お
い
て
胡
族
が
中
原
地
域
で
政
権
を
樹
立
す
る
こ
と
は
、
歴
史
上
に
お
い
て

「五
胡
乱
華
」
と
称
さ
れ
た
が
、
し
か

し
こ
れ
を
野
蛮
民
族
が
中
華
の
正
常
な
秩
序
を
乱
し
た
と
見
る
の
は
実
に
正
し
く
な
い
。
胡
族
政
権
は
ど
れ
も
中
国
全
体
を
統

一
で
き
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
の
正
統
王
朝
と
自
認
し
、
あ
る

い
は
そ
れ
を
目
指
し
て
い
た
。
「至
道
を
重

ん
じ
て
薄
俗
を
戒

め
、
文
徳
を
治
め
て

七



　
れ
　

遠
人
を
懐
け
ん
。
然
る
に
九
州
を
統

一
し
、
天
下
を

一
同
に
教
化
す
る
」
。
胡
族
政
権

の
も
と
に
お
い
て
も
、
徳

に
基
づ
き
天
下
統

一
を
図

る
と

い
う
極
め
て
中
華
的
な
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

中
華
王
朝
を
建
設
す
る
と

い
う
目
標
か
ら
、
中
国
の
政
治
制
度
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
政
治
的
要
素
が
強
か

っ
た
が
、
し
か
し
中
国

の
政

治
制
度
と
文
化
制
度
と
は
切
り
離
さ
れ
な
い
関
係
に
あ
る
た
め
、
中
華
文
化
の
要
素
も
新
し

い
政
権
の
政
治
制
度
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

ま
た

、
中
華
文
化
は
本
来
農
耕
文
明
を
基
礎
と
す
る
文
化
で
あ
る
た
め
、
経
済
様
式
も
転
換
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、
社
会
組
織
も

変
化

し
た
の
で
あ
る
。
結
局
中
原
地
域
を
支
配
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
胡
族
社
会
自
身
も
大
き
な
変
容
を
遂
げ
た
。
そ
れ
は
政
治
制
度

(官

制

・
法
律
を
含
む
)
の
中
華
王
朝
化
、
文
化
制
度

の
儒
学
化
、
経
済
様
式
の
定
住
農
業
化
と
社
会
組
織
の
地
縁
化
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
代
以

降
、
か
つ
て
中
華
帝
国
の
強
敵
だ

っ
た
旬
奴
、
そ
し
て
氏
と
掲
が
、

一
つ
の
民
族
集
団
と
し
て
中
国
の
歴
史
に
再
び
登
場
す
る
こ
と
は
な
く
、

莞
が
小
さ

い
民
族
と
な
り
、
鮮
卑
も
階
唐
時
代
に
な
る
と
消
滅
し
た
。
当
初
の

「胡
漢
分
治
」
を
経
て
、
多
く

の
非
漢
民
族
集
団
は
、
こ
の

時
代
を
通
じ
て
最
終
的
に
漢
化
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
異
民
族
の
漢
化
は
、
結
局
中
華
文
化

の
卓
越
性
を
証
明
し
た
形

で
実
現
さ
れ
、
中
華

文
化

の
も
と
に
あ
る
多
民
族
共
存
の
趨
勢
を
示
し
た
。

異
民
族
に
対
し
て
民
族
的
偏
見
を
持
ち
、
胡
族
の
侵
略
に
抵
抗
し
、
「中
原
回
復
、
尊
王
撲
夷
」
の
民
族
精
神
を
訴
え
る
漢
人
も

い
た
。

　　

こ
れ

に
対
し
胡
族
の
君
主
は
、
「大
禺
が
西
戎
の
出
で
、
周
文
王
が
東
夷
に
生
ま
れ
、
(政
治
権
力
は
)
徳
の
あ
る
者
に
し
か
授
与
し
な

い
」
、

「華
夷

の
異
を
以

っ
て
懐

で
意
に
介
す
の
は
如
何
な
る
者
や
。
且
大
禺
が
西
莞
の
出
で
、
文
王
が
東
夷
に
生
ま
れ
、
如
何
な
る
志
し
を
持

つ

　お
　

こ
と
だ
け
で
あ
る
」
と
反
論
し
た
。
中
華
の
正
統
王
朝
理
論
を
以

っ
て
漢
人
の
民
族
差
別
意
識
を
批
判
し
、
中
華
文
化
を
身
に
つ
け
た
非
漢

民
族

に
よ
る
中
国
支
配
の
正
当
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
中
華
文
化
の
新
し
い
伝
統
と
な

っ
た
。

唐
代
の
房
玄
齢
が
編
集
し
、
五
胡
政
権
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
記
載
し
た

『晋
書
』
は
、
中
原
に
お
け
る
胡
族
政
権

の
樹
立
に
対
し
て
、

「北
秋

は
中
壌
を
窃
み
惜
号
す
る
」
・
「借
立
」
・
「偽
位
」
と
い
う
表
現
を
使
う
が
、
実
際
具
体
的
な
記
述
に
お

い
て
随
所
に
褒
美
し
て
い
る
。

ノ＼.



例
え
ば
前
秦
の
符
堅

の
治
世
に
つ
い
て
、
「人
々
は
進
ん
で
励

み
、
士
が
多
い
と
い
わ
れ
、
盗
賊
が
見
え
な
く
な
り
、
権

力
者

に
私
事
を
請

　　
　

託
す

る
者
が
途
絶
え
、
田
地
が
開
拓
さ
れ
、
幣
藏
が
充
盈
し
、
典
章
法
物
は
備
え
て
い
な
い
も
の
な
し
」
と
絶
賛
し
、

中
華
王
朝
に
よ
る

「徳
治
」
と
い
う
側
面
か
ら
賛
美
す
る
こ
と
も
惜
し
ま
な
か

っ
た
。
「廃
職
を
修
め
、
絶
世
を
継
ぎ
、
神
祇
を
尊
び
、
農
桑
を
勧
め
、
学
校
を

立
て
、
独
身
者

.
未
亡
人

.
高
齢
者

.
自
立
で
き
な
い
者
に
そ
れ
ぞ
れ
食
物
と
生
地
を
賜
り
、
地
方
役
所
に
特
殊
の
才
能
を
持

つ
人

・
孝
行

　ね
　

友
愛
忠
義
を
行
う
人

・
徳

の
業
で
称
賛
さ
れ
る
人
を
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
た
」
と

い
う
。

事
実
上
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
陳
元
達

・
慕
容
翰

・
荷
融

・
符
朗
な
ど
、
胡
族
出
身
の
儒
学
者
が
輩
出
し
、
そ
し

て
多
く
の
漢
人
も
胡

族
政
権
に
仕
え
て
い
た
。
例
え
ば
、
張
賓
が
石
勒
に
対
し
、
王
猛
が
符
堅
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
知
遇
を
受
け
た
恩
を
感
じ
、
胡
族
政
権
の
確

立
と
勢
力
拡
大
の
た
め
に
全
力
を
捧
げ
た
。
『南
斉
書
』
魏
虜
に
よ
れ
ば
、
中
華
文
化
に
惚
れ
て
い
た
北
魏
の
孝
文
帝
拓

賊
宏

は
、
か

つ
て

臣
下

に
対
し

「江
南

に
は
良
臣
が
多
し
」
と
述
べ
、
そ
こ
で
李
元
凱
と
い
う
大
臣
に

「江
南
に
良
臣
が
多
く
、
年
ご
と
に
君
主
が
変
わ
る
。

江
北

に
良
臣
が
な
く
、
百
年
に

一
主
な
り
」
と
皮
肉
す
る
口
調
で
、
長
江
以
北
を
統

一
し
た
北
魏
に
出
仕
す
る
漢
人
士
族
は
、
長
江
以
南
に

樹
立
し
た
漢
人
政
権

に
出
仕
す
る
漢
人
士
族
よ
り
は
る
か
に
優
秀
で
あ
る
と
反
論
し
た
と
い
う
。
東
晋
の
王
族
さ
え
胡
族
支
配
地
域
に
亡
命

す
る

こ
と
も
、
『晋
書
』
挑
興
載
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

胡
族
政
権
が
漢
人
に
よ

っ
て
正
当
な
中
華
王
朝
と
見
な
さ
れ
た
理
由
は
、
漢
人
支
配
者
よ
り
も
、
胡
族
支
配
者
の
下
に
中
華
秩
序
-
礼
ー

が
き
ち
ん
と
守
ら
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
楊
恒
は
西
秦
の
禿
髪
利
鹿
骨
を

「明
主
」
と
呼
施
、
王
楚
は
前
秦

の
符
堅
を

「道
徳
が
虞
夏
よ
り

　
ほ
　

高
く
、
…
…
教
化
が
盛
周
よ
り
高
く
、
功
績
が
千
年
も
伝
え
ら
れ
、
漢
の
武
帝

・
光
武
帝
も
比
べ
も

の
に
な
ら
ず
」
と
賛
美
し
て
い
る
。

天

の
徳
を
以

っ
て
政
治
を
行
い
、
天
の
徳
を
実
現
す
る
者
が
、
「
不
徳
」
の
支
配
者
に
代
わ

っ
て
天
下
を
支
配
す
る
こ
と
が
天
命
で
あ
る
、

と

い
う
王
朝
交
代
に
お
け
る
革
命
の
思
想
は
、
疑
い
な
く
中
国
北
方
の
漢
人
知
識
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
例
え
ば
、
「
宿
徳
碩
儒
」

　　
　

と
も

言
わ
れ
る
儒
学
者

の
常
章
は
、
前
燕
政
権
の
樹
立
を

「革
命
創
制
」
と
考
え
、
張
賓
は

「明
公
が
符
命
に
答
え
、
天
命
を
受
け
た
」
と

九



　
お
　

後
趙
石
勒
の
即
位
を
見
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
新
興
政
権
に
出
仕
す
る
こ
と
は
、
異
民
族
に
身
を
託
し
た
こ
と

で
は
な
く
、
暗
君
に
決

別
を

つ
け

「明
君
」
に
理
想
的
中
華
秩
序
を
実
現
す
る
望
み
を
託
し
た
こ
と
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

徳
が
あ
る
か
い
な
か
、
中
華
秩
序
が
守
れ
た
か
い
な
か
と

い
っ
た
よ
う
な
政
治
的
、
社
会
的
、
文
化
的
基
準
で
支
配
者

の
正
当
性
を
判
断

す
る
こ
と
は
、
本
来
中
華
文
化
の
真
髄
で
も
あ

っ
た
。
異
民
族
に
よ
る
政
権
が
多
く
樹
立
さ
れ
た
五
胡
十
六
国
時
代
を

経
て
、
支
配
者
の
正

当
性
を
民
族
的
に
捉
え
な

い
こ
と
が

い
っ
そ
う
鮮
明
化
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
中
国
に
お
け
る
多
民
族
統

一
国
家
思
想
の
形
成

上
に
お
い
て
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
も
の
で
あ

っ
た
。

二
〇
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『
晋
書
』
劉
元
海
載
記

。

『
太
平
御
覧
』
巻

=

九
引

『前
趙
録
』
。

『晋
書
』
慕
容
僑
載

記
。

「
以
水
承
晋
金
行
、
国
号
日
趙
」
(
『晋
書
』
劉
曜
載
記

)。

「以
趙
承
金
為
水
徳

」
(
『
晋
書
』
石
勒
載
記
下

)。

『晋
書
』
慕
容
僑
載

記
。

『魏
書
』
礼
志
。

周
偉

洲

『漢
趙
国
史
』
山
西
人
民
出
版
社
、

一
八
四
頁
。
そ
の
他

の
民
族
出
身
者
は

一
八
人
だ

っ
た
。

『晋
書
』
石
勒
載
記
下
。

『魏
書
』
許
謙
伝
。

『魏
書
』
太
祖
紀
。

宮

川
尚
志

『六
朝
史
研
究

政
治
社
会
篇
』
、
日
本
学
術
振
興
会

、

一
九

五
六
年
、
三
〇
四
頁
。

「
署
晋
人
於
諸
城
勧
課
農
桑
以
供
軍
国
之
用
、
我
則
習
戦
法
以
諌
未
賓

」

(
『晋
書
』
禿
髪
利
鹿

孤
載
記
)
。
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『晋
書
』

石
勒
載

記
下
。

叶
適

『習
学

紀
言

』
三
一二
巻
。

『晋
書
』

石
勒
載

記
下
。

「晋
書
』
慕

容
既

載
記
。

『晋
書
』
慕

容
僑

載
記
。

『晋
書
』
符

堅
載

記
下
。

『晋
書
』
符

堅
載

記
下
。

周
偉
洲
前
掲

書

、
六
二
頁
。

『晋
書
』
劉

曜
載

記
。

、

『
晋
書
』

石
勒
載

記
上
。

宮
川
尚
志
前

掲
書

、
四
〇
二
頁
。

『
晋
書
』

石
勒
載

記
下
。

『
晋
書
』
符

健
載

記
。

『
晋
書
』
符

堅
載

記
上
。

白
翠
琴

『魏

晋
南

北
朝
民
族
史
』
、

四
川
民
族
出
版
社

、

一
九

九
六
年
、
二

一
八
頁

。

『
晋
書
』
慕

容
魔
載
記
。

『
晋
書
』
慕

容
宝
載
記
。

『
晋
書
』
禿

髪
烏

孤
載
記
。

『
晋
書
』
禿

髪
利
鹿
骨
載
記
。

『
晋
書
』
慕

容
僑
載
記
。

『
魏
書
』
太

祖
紀

。

『資
治
通
鑑

』

=

○
巻
。

宮
川
尚
志
前

掲
書

、
四
〇

一
-

四
〇

二
頁
。

『
晋
書
』
符

堅
載

記
下
。

≡
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『
晋
書
』
劉
元
海
載
記
。

『
晋
書
』
劉
聡
載
記
。

『
晋
書
』
江
統
伝

。

『
魏
書
』
高
祖
紀
。

『
南
斉
書
』
魏
虜
。

『
魏
書
』
高
祖
紀
。

『
晋
書
』
劉
元
海
載
記
。

『
三
国
志
』
魏
書

・
田
豫
傳

。

「
遣
使
循
行
州
郡
、
核
定
戸
籍

、
勧
課
農
桑
」

『
晋
書
』
符
堅
載
記
上
。

霊
日
書
』
慕
容
魔
載
記
。

『
晋
書
』
慕
容
胱
載
記
。

『
三
国
志

』
魏
書

・
鮮
卑

傳

。

『
晋
書
』
慕
容
宝
載
記
。

『
魏
書
』
官
氏
志
。

『
魏
書
』
賀
訥
伝
。

『
南
斉
書

』
魏
虜

。

『
魏
書
』

元
志
伝
。

尾

形
勇

『東

ア
ジ
ア
の
世
界
帝

国
』
、
講
談
社

『
晋
書
』
符
堅
載
記
上
。

『
晋
書
』
劉
元
海
載
記
。

『
晋
書
』
慕
容
鹿
載
記
。

『
晋
書
』
符
堅
載
記
上
。

『
晋
書
』
符
堅
載
記
上
。

(
『晋

書
』

石
勒
載
記
下
)
。

、

一
九

八
五
年
、
九
六
頁
ー
九

七
頁
。

一
三
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『晋
書
』
禿
髪
利

鹿
骨
載
記
。

『晋
書
』
符
堅
載

記
上

。

『晋
書
』
慕
容
偶

載
記

。

『晋
書
』
石
勒
載

記
上

。

二
三


